
働き方改革推進支援助成金の概要 ～令和８年度予算額101億円（助成金全体）～

○生産性向上に向けた設備投資等の取組に係る費用を助成し、労働時間の削減等に向けた環境整備に取り組む中小企業事業主を支援

○令和７年度に引き続き「業種別課題対応コース」を設置し、医療機関の働き方改革への取組に対して支援

1

助成上限額※１、※２（補助率原則3/4（団体推進コースは定額））成果目標コース名

①：250万円（月80H超→月60H以下）等
②：100万円（10H以上）等
③： 25万円
④： 25万円
⑤：170万円（11H以上）等 ※自動車運転の業務、医業に従

事する医師

150万円（11H以上）等 ※建設事業、砂糖製造業、その

他

⑥：100万円（４週４休→４週８休）等
⑦： 50万円

① 36協定の月の時間外・休日労働時間数
の削減
② 所定外労働時間の削減
③ 年休の計画的付与制度の整備
④ 時間単位の年休の整備及び特別休暇の
整備
⑤ 新規に９時間（※）以上の勤務間イン
ターバル
制度を導入
※ 自動車運転の業務、医業に従事する医師は10

時間以上

⑥ 所定休日の増加
⑦ 医師の働き方改革の推進

①～⑥の
何れかを１つ以上

建設事業

業種別課題対応コース
（長時間労働等の課題を抱える業種

等に向けた環境整備に取り組む中小
企業事業主に助成）

①～⑤の
何れかを１つ以上自動車運転の業務

①～⑤又は⑦の
何れかを１つ以上

等を支援するため、労働時間の削減 医業に従事する医師

①～⑤の
何れかを１つ以上

砂糖製造業
（鹿児島県・沖縄県に限る）

①～⑤の
何れかを１つ以上

その他長時間労働が
認められる業種

①：150万円（月80H超→月60H以下）等
②： 25万円
③： 25万円

① 36協定の月の時間外・休日労働時間数
の削減

② 年休の計画的付与制度の整備
③ 時間単位の年休の整備及び特別休暇の
整備

①～③の何れかを
１つ以上

労働時間短縮・年休促進支援コース
（労働時間の削減や年次有給休暇の取得促進に向けた環境整備に
取り組む中小企業事業主に助成）

勤務間インターバルの時間数に応じて、以下のとおり
設定
・９～11H：100万円 ・11H以上：150万円

新規に９時間以上の勤務間インターバル制度を導入
勤務間インターバル導入コース
（勤務間インターバル制度を導入する中小企業事業主に対し助
成）

上限額：１00万円荷主等により構成される集団が、構成員である運送事業者の荷
待ち・荷役時間の短縮に効果を上げること

取引環境改善コース（仮称）
（荷待ち・荷役時間の短縮に向けた取組を行う荷主等の集団に対
し助成）

上限額：500万円事業主団体が、傘下企業のうち１/2以上の企業について、その
取組又は取組結果を活用すること

団体推進コース
（傘下企業の生産性の向上に向けた取組を行う事業主団体に対し
助成）

○ 加算制度あり（※取引環境改善コース及び団体推進コースを除く）
<賃金引き上げ＞ 賃金を引き上げた労働者数及び企業規模に応じて、助成金の上限額に加算（３％以上：６万円～最大60万円、５％以上：24万円～最大480万円、７％以上：36万円～最大720万円）。

<割増賃金率引き上げ＞ ①割増賃金率を法定より５％以上引き上げた場合、助成金の上限額を25万円加算。

②１か月45時間超60時間以内の時間外労働に対する割増賃金率を50％以上に引き上げる等、一定の要件を満たした場合には、助成金の上限額を100万円加算。
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【今回の通知内容】

【日医発第176号にて通知済】
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